
こんな事業に土木職を必要としています！   土木職を必要とする本市の事業について、その一部を紹介しています！  土木職は、市民の生活基盤である道路や公園などのインフラ整備（計画立案、測量、設
計、工事の施工管理 等）をはじめ、都市計画や交通政策といった将来のまちづくりに携
わるなど、幅広くその専門性を発揮しています！      JR 加古川駅周辺においては、ベッドタウンと

しての利便性、子育て・教育環境の充実といった

特性を生かしつつ、にぎわいと魅力あふれるま

ちづくりを進めます。        JR 加古川駅周辺    JR 加古川駅の南西地区は、建物の老朽化や空地の増
加が課題となっています。今後、平成 28年度に整備し

た防災道路の延伸により、沿道建物の更新と災害時の避

難路や消防活動空間を確保し、地区のにぎわいや安全性

を向上させるとともに、まちの魅力を高めます。                             市内の主要な骨格となる幹線道路を整備することで、交通渋滞を緩和するなど、円滑な
道路交通の実現を図ります。              神吉中津線（橋梁）完成予想図    中津水足線完成予想図（JR加古川線西側から） 

寺家町周辺地区 



   JR 加古川駅から歩いていける“加古川・河川敷”に新たな賑わいをつくるため、「かわ空
間」と「まち空間」が融合した魅力的な空間形成を目指す「かわまちづくり」に取り組ん

でいます。              
かわまちづくりゾーニングイメージ（案）     日岡山公園では、「子どもから高齢者まで多世代が夢をはぐくむことのできる舞台づく

り」をコンセプトに、再整備に向けて令和５年度までに実施設計を行い、令和６年度から

の工事着手をめざしています。  また、権現総合公園については、ハイウェイオアシス機能とあわせ、自然と親しむこと
のできる公園をめざして整備を進めています。           日岡山公園整備イメージ・遊具ゾーン  権現総合公園整備イメージ・遊びの広場  


